
　　　　　　　　　　　
ハザードマップから二ツ島町、別府町、大貫町な
どの町は被害を受けているにもかかわらず避難場
所が無く、避難場所までの距離が遠い。このこと
から、今後このようなところに避難場所を設置す
べきだと思う。
　
今後の延岡地区に必要なこと
令和4年の台風14号は、内水氾濫による被害が多かっ
た。その原因となるバックウォーターを防ぐ
ために、掘削工事をすべきだと思う。
また、掘削工事を行う上で、
掘削工事が生態系に及ぼす
影響を考える必要がある。

研究の動機
日本は台風の被害を受けやすく、中でも延岡は４つの
河川に囲まれていることで水害を受けやすい地域と
なっている。最近では9月18日の台風14号の被害を受
けた。河川とともにある延岡がこれからどのように立ち
向かっていくべきなのか日本全体に生かすためにも、
我々が試行錯誤していく必要があると思ったから

仮説
これまでの被害と、その対応策をまとめることで、まだ
手付かずのところが、見つかるのではないか

方法
①専門家に聞くことでわかること
②高校生の力で調べられること

結果と考察①
今回ポスターを作るにあたって延岡河川国道事務所
に8月5日と10月5日の2度に渡って訪れた

令和4年台風14号の被害とハザードマップ 

今回の台風14号は平成17年の台風14
号と比較するとほぼ同じ降水量にも関
わらず下図から被害をうけた家の数は
5分の1以上、浸水面積は4分の1に減
らせていることがわかります。 
更に延岡のハザードマップと今回被害
を受けた地域を比較するとハザード
マップで被害を受けやすいと書かれた
地域と被害を受けた地域が一致してい
ることがわかります 
このことよりハザードマップはかなり正
確に書かれていることがわかる。  

延岡の現状
⚪台風の影響で越水と内水氾濫の被害を受けている
⚪宮崎県の降水量は全国上位である。

⚪平成17年の台風14号を機に大幅に治水対策
（五ヶ瀬川激甚災害対策特別事業）略して激特事業
激特事業とは
河道掘削、隔流堤を築堤、橋梁架替、内水対策、堤防強
化などを5年かけて行なったこと

⚪排水ポンプを三箇所設置　    
⚪掘削工事、隔流堤を設置　    

世界と日本の河川

日本は降水量が多く、河川は急勾配になっていることで、洪水が
発生しやすくなっています。

台風14号（令和４年）の事前対策

五ヶ瀬川流域では、様々な観測所で観測史上最大の降水
量を記録した。例えば、高千穂雨量観測所でも２４時間以
内に過去最大の降水量を記録した。
また、九州管内の６０ダムで事前放流を実施し宮崎県で
は、２６個ものダムが事前放流を実施しました。
五ヶ瀬川では３つものダムが実施しました。
平成１７年の台風１４号の時行った激特事業のおかげで
今回の台風１４号の越水の被害はありませんでした。

台風14号の事前対策
⚪九州管内で60基ものダムで事前放流

⚪宮崎県では26基のダムで事前放流

⚪激特事業(堤防の作成やポンプ場の建設)

平成17年と令和4年の台風14号の被害
⚪台風の降水量はほぼ同じ

⚪被害は80%減少

激特事業のおかげで令和4年の越水の被害は無
かった 

結果と考察②
ハザードマップとの比較
⚪実際に被害受けた地域と一致
→ハザードマップは正確

物理102班

宮崎県北部における台風の被害と対策について
～五ヶ瀬川激甚災害対策特別事業とその後～
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延岡の現状
延岡市（五ヶ瀬川）では、これまでに主に台風の影響で洪水が発生しています。
中でも平成17年の台風14号は大きな影響をもたらしました。また、今回の（令和4年）台風14号は平成17
年の台風14号と肩を並べる威力だったそうです。
延岡市は越水の被害を受けています。
平成17年の台風14号を期に延岡市は宮崎県との合同事業として大幅に治水対策（以後、激特事業）を5
年間かけて行いました。
例えば、内水氾濫の対策で、排水ポンプ場（蛇谷川排水ポンプ場など）を三ヶ所設置しました。また、掘削
工事や五ヶ瀬川と大瀬川の間に隔流堤を設置するなど河川設備を充実させました。

越水

考察
河川の底を掘ることが一番効果的ではな
いか
河川の底を掘ることで起こる自然への影
響を考える必要がある

今回ポスターを作るにあたって延岡河川国道事務  所
に8月5日と10月5日の2度に渡って訪れた
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